
公益社団法人私立大学情報教育協会 
平成30 年度第２ 回 基本調査委員会 議事概要 

Ⅰ．日時 ：平成30 年10 月10 日（水）18：00 から20：00 
Ⅱ．場所 ：私情協事務局 
Ⅲ．出席者：真鍋委員長、井上委員、高木委員、片岡委員 

井端事務局長、森下主幹 
Ⅳ．資料 

① 平成30年度私立大学情報環境基本調査 調査票 (第一次案) 
 
Ⅴ．議事内容  
１．平成30年度私立大学情報環境基本調査 調査票 (第一次案)の検討について 

前回の議事概要で本年度の基本方針、調査票設計の考え方を確認した後に、平成30年度私立大学情報環

境基本調査 調査票 (第一次案)の検討を行った。 
（１）調査票 (第一次案)の検討 

調査票 (第一次案)について検討を行ない、以下の修正を行った 
（１）－１ 全体の修正 
   ① 調査年に用いる年度標記について 

来年5月に年号が変わるため今回の調査については、全て西暦で標記することにした。 
② 調査のタイトルについて 
  調査の目的を明確にするため、「私立大学情報環境基本調査」を「教育改革に向けた私立大学情報

環境調査」にした。 
③ 調査の始めに、調査での ICTの考え方を記載した方が良いとに意見があり、以下のように記載し

た。 
※ この調査での ICTは、(Information and Communication Technology)のことで、PCだけでなくスマート 

フォン等も含むさまざまな形状のコンピュータを使った情報処理や通信技術の総称です。 
④ ICT活用の表現を利用と活用を踏まえて、全体の表現を「利活用」に修正した。 

 
（１）－２ 教育の質的転換に向けた ICT利活用の状況と効果 

① 効果については、3年後の回答は意味がないので、効果に関する設問は現在のみとすることにした。 
② 利活用と効果を調査する設問について 

利活用と効果を調査する設問では、3年後の効果は意味がないので、2018年度のみの回答欄にし、

3年後は削除する。 
各設問で「①全学で利活用している」、「②一部の学部又は学科で利活用している」に回答の場合、

次の設問（２）で効果の内容を選択肢から選んで回答するようにする。なお、選択肢「その他」に

回答の場合には記述回答欄に内容を記入いただくようにする。 
  例 

（１）・・・・・・・について一つ選び回答して下さい。 
① 全学で利活用している         ② 一部の学部又は学科で利活用している  
③ 大学としての取組みを計画又は検討中  ④ 利活用していない    

（２）上記①又は②に回答の場合・・・・・・の主な取組み内容について、３つ以内を選び回答して下さい。

① ・・・・ ② ・・・・ ③ ・・・・ ④ ・・・・ ⑤ ・・・・・ ⑥ ・・・・ 
⑦ その他 （①から⑥以外）    

※ 上記⑦その他に回答の場合、その内容を記入して下さい。 
③ 「6．ICTを利活用した地域社会・産業界・大学間との連携授業の実施と効果」は、「地域社会・産

業界・大学間との連携授業における ICTの利活用と効果」に修正した。 
④ 「７．多機能携帯端末を用いた授業への取組みと効果」に、以下の定義を入れることにした。  

 ＊ ここでの多機能携帯端末とは、スマートフォンやタブレット端末などを指します。 
    ⑤  （４）の表の表現を修正した（学習→学修、IR活動の支援に修正、年度を西暦に修正）  



  
（１）－２ ICTを利活用した教学マネジメントの取組み状況 
    ①  「１．ICTを利活用して履修系統図の可視化・共有化を図る取組み」の表現を「授業科目の履修系 

統図を可視化・共有化する」に修正した。 
 ② 「（２）ICTを利活用してナンバリングを可視化・共有化」の表現を「授業科目のナンバリングを

可視化・共有化」に修正した。 
③ 「２．ICTを利活用した授業の可視化・共有化の取組み」の表の年号を西暦に修正した。 
④  「４．ICTを利活用した教育質保証の取組み」を「教育質保証に ICTを利活用する取組み」に修正 

し、調査項目②から⑤について、「ICTを用いた」の表現を削除した。 
⑤  「５．ICT を利活用した学修成果可視化の取組み」を「学修成果の可視化に ICT を利活用す」に

修正氏を「教育質保証に ICTを利活用する取組み」に修正 
し、調査項目①から④の表現を修正した。 

（１）－３ FD・SD支援の体制 
＜ICTを用いたFD支援の体制＞ 
① 「１．教育改善計画の提案を促進するために ICTを利活用する取組み」に表現を修正し、（１）を

「教育改善計画の作成・提出を促進するために ICTを利活用」、（２）を「学内教員による教育改

善に関する認識共有に ICTを利活用する取組み」に修正した。 
② 「２．アクティブﾞ･ラーニングを推進・普及するための取組み」の「（１）学内ＬＡＮで学修を 

支援する」を「ICTを用いて学修支援する」に修正した。「（２）ICTを用いたアクティブﾞ･ラー

ニング実施状況共有化」は、「アクティブﾞ･ラーニング実施状況共有化に ICTを利活用」、「（３）

ICTを用いたアクティブﾞ･ラーニングの教育技術」は「アクティブ･ラーニングの教育技術支援に

ICTを利活用」に修正した。 
   ③ 「３．学修ポートフォリオ、ティーチングポートフォリオの利活用に関する研修」についても同

様に ICTの表現を修正した。 
＜ICTを用いたSD支援の体制＞ 

   ① 上記SD支援の調査項目と同様に ICTの表現を修正した。 
（１）－４ 教育情報を収集・分析する IRの取組み状況と今後の整備方針 
   ① 始めに IRの定義を掲載することにした。 

※ ここでの IR（Institutional Research）とは，大学の経営改善や学生支援，教育の質向上のため，学内デ

ータを収集・分析し，改善施策を立案，施策の実行・検証を行う広範な活動を指します。 
② 表現を「教学 IR」→「教育の IR」、「経営 IR」→「経営の IR」に修正した。 

  ③ ２．（２）の選択肢の表現②、③、⑥、⑪、⑫を見直して修正した 
③ ３．（２）の選択肢の表現③、⑥、⑦、⑧、⑨、⑩ を見直して修正した 

  ④  「４．IR組織の体制と課題」では年号（西暦）や表現を見直し修正した。 
（１）－５ 教育情報の可視化・公表の状況 

  ① 「２．ICTを用いた教育情報公表方法の改善に向けた取組み」を「外部からの質問・意見への 
対応に ICTを用いた仕組み」に修正した。 

（１）－６ 情報環境として備えるべき施設・設備の状況  
     ① 「（２）ネットワーク高速化」の区分を幹線・支線・学外接続から「学内接続」、「学外接続」 

の2つに修正した。 
    ② 「２．コンピュータ等の整備状況と課題」、「３．教室のマルチメディア化の整備状況と課題」, 

「５．ラーニング・コモンズの ICT環境の状況と課題」から「課題」を削除した 
（１）－７ 情報セキュリティの体制及び対策   

  ① 「情報セキュリティの体制及びシステムの状況」を「情報セキュリティの体制及び対策」に修

正した。 
  ② 「１．情報セキュリティに対する関心度」を 「情報セキュリティに対する関心度と責任体制」 
 に修正した。 

③ 「３．情報セキュリティ防御の取組みと課題」を「ICT を利活用した情報セキュリティ防御の



取組み」に修正した。 
④ 「（２）最高情報責任者の設置への取組み」を「情報セキュリティに関する最高情報責任者の設置」  

に修正した。 
⑤ 「（３）緊急対応組織の設置と対応手順の取組み」を「情報セキュリティに関する緊急対応組織の設

置と対応手順の取組み」に修正した。 
⑥ 「（４）情報セキュリティ予算の確保の取組み」を、「情報セキュリティ予算の確保について」に修

正した。 
 
２．今後の進め方 

本日検討した内容をもとに事務局で整理し、「平成30年度私立大学情報環境基本調査（二次案）」を作成し、

次回の委員会で最終取りまとめを行なうことにした。 
 
４．次回の日程 

第３回委員会 平成30 年10 月24 日（水）18：00～19：00 
場所 私情協 事務局 会議室とした。 
  

以上 


